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 平成３０年に施行されました「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携

型認定こども園教育・保育要領」では，幼児教育の修了時である5歳児に成長が期

待される内容を整理し，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」として１０の姿

が明記されました。 

 

次に示す一覧は，この１０の姿について具体的な子どもの様子をまとめたもので

す。この姿は，先生方に「こういう姿を目指してほしい」という方向性として捉え

ていただきたいものとなっています。幼児教育における子どもの育ちに関わる要素

である「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の５領域のねらい及び内容

を達成することによって１０の姿に近づくことができるのです。そして，この姿を

幼稚園や保育園，認定こども園と小学校の先生方で共有化することにより，幼児教

育と小学校教育の接続がスムーズにいくことにつながります。 
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・色々な環境に積極的に関わる中で，より深い興味関心をもち，不思議に思ったことなどを自
分なりに考えて試したり，工夫してみたりする。
・友達の考えを感じとったり，聞いたりして新しい思いや考えを生み出す喜びを味わうようにな
る。

・動植物との触れ合いを通じて，生きているものへの愛着を感じ，生命の営みの不思議さや大
切さに気付くようになる。

・遊びや生活の中で，数量や図形，長短などに親しむ経験を重ね，使うようになる。
・文字や様々な図などが，人と人をつなぐコミュニケーションの役割を持つことに気付き，生活
や遊びの中で使うようになる。

・人の話を聞いたり，自分の思いや考えを伝えたりすることで，言葉を通して先生や友達と心を
通わせるようになる。
・日常生活の中での様々な環境を通して新しい言葉に出会うことで，豊かな語彙を獲得し，言
葉への関心が高まるようになる。

・自分で考えたり，できないことは助けを借りたりしながら，最後までやり遂げ，満足感や達成
感をもつようになる。
・家族，友達，先生，地域の人々との関わりを通し，自分のよさや特徴に気付き，自信をもって
行動するようになる。

・友達と積極的に関わる中で友達の思いや考えを感じながら行動する。
・友達との関わりを通して互いのよさが分かり，工夫したり協力したりしながら，友達と一緒に
やり遂げる満足感を味わう。

・家族から愛されていると感じ，家族を大切にしようとする気持ちをもつようになる。
・地域の人々に親しみをもって接する。

＜道徳性の芽生え＞
・友達や周囲の人の気持ちを理解し，思いやりをもって接する。
・他者の気持ちに共感したり，自分の行動を振り返ったりする経験を通して，自分の気持ちを
調整しながら行動するようになる。

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

自立心

協同性

社会生活との関わり

健康な心と体
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幼児期の終わりまでに育ってほしい子どもの姿

思考力の芽生え

自然との関わり
生命尊重

数量や図形，
標識や文字など
への関心・感覚

＜規範意識の芽生え＞
・友達との様々な葛藤などの体験を重ねることを通し，してよいことと悪いことが分かり，自分
で考えて行動するようになる。
・よりよく生活するためにきまりがあることを知り，作り替えたり新たに作ったりしながら，きまり
を守って生活するようになる。

＜基本的な生活習慣＞
・衣服の着脱，食事，排泄，整頓など，基本的な生活習慣を身につけることの大切さがわか
り，意欲や自信をもって，自分で行うようになる。

＜健康な心と体＞
・体を動かす気持ちよさを味わうようになる。
・自ら運動しようとする意欲をもち，体の諸部位を十分に動かして，進んで運動するようになる。
・食べ物への興味や関心をもち，みんなと食べる喜びや楽しさを感じながら，進んで食べるよう
になる。

・生活や遊びを通して，感じたことや考えたことを自分なりに書いたり，作ったり，遊んだりして
楽しむことができるようになる。
・友達同士で表現し合うことで，面白さに気付いたり表現する過程を楽しんだりするようにな
る。
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